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議会広報広聴特別委員会会議録

１．日 時 平成２６年１月２４日（金）午後１時３０分開議

２．場 所 第３・４委員会室

３．出席委員 委 員 長 松 野 豊

副委員長 笠 原 久 恵

委 員 菅 野 浩 考

〃 植 田 和 子

〃 加 藤 啓 子

〃 斉 藤 真 理

〃 阿 部 治 正

〃 松 田 浩 三

〃 藤 井 俊 行

〃 坂 巻 忠 志

４．欠席委員 委 員 伊 藤 實

５．出席事務局員

次 長 補 佐 内 安 広（兼庶務係長）

主 事 大 竹 優 子

６．協議事項

（１）流山議会だより第１４６号編集校正について

（２）議会報告会について

・班構成について

・開催日時（会場設定）について

（３）その他
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開会 午前 ９時００分

松野豊委員長 定刻になりましたので、議会広報広聴特別委員会を開催いたします。

発言の際は、マイクの使用をお願いいたします。

それから、パソコンの持ち込みの申し出が委員それぞれございましたので、委員長においてこれ

を許可いたしましたので、御了承願います。

本日の議題は、お手元の次第書によって進めてまいります。

一応事前の配付資料の確認をさせていただきます。事務局のほうからお願いします。

内次長補佐。

内議会事務局次長補佐（兼庶務係長） 事務局の内です。資料の確認をさせていただきます。

まずは、次第でございます。次に、年間スケジュール、横長のＡ３サイズでございます。続きま

して、やはりＡ３サイズで、10月24日に開催したワークショップのまとめたものがＡ班、Ｂ班、２

枚つづりになっています。そして、次はＩＣＴ推進基本計画の進捗と分掌関係でございます。議会

運営委員会と議会広報広聴特別委員会の分けたものでございます。あとは、行政視察のあきる野市

のスケジュールの案でございます。

以上でございます。

松野豊委員長 資料の配付漏れございませんでしょうか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 それと、協議事項に入る前に、会派構成の編成がえの関係から、本日より加藤啓子議

員が委員に追加といいますか、加わりましたので、一言御挨拶をよろしくお願いします。

加藤啓子委員 本日から議会広報広聴特別委員会のほうに参加させていただくことになりました。ど

うぞよろしくお願いいたします。

松野豊委員長 それでは、協議事項（１）から入りたいと思います。

まず、流山市議会のホームページについてということですが、まずスケジュール感を皆さんと再

度確認をしたいのですが、お手元にＡ３の特別委員会のスケジュール（案）ということでお示しを

しております。いろんなスケジュールが入っていますけれども、ホームページのところでいきます

と、ちょうど上から議会日程、広報のあり方、議会だより、ＨＰとありますが、こちらをごらんい

ただければと思うのですが、まず８月29日に開催した委員会でインターネット検索時の検索表記と

いうものは、これは確認になりますが、既にもう皆さんと投票というか、決めて、「今、変わる！」

というのを入れようということになって、ユーストリームには映らないのですが、委員の皆さんに

はプロジェクターのほうをごらんいただいて、グーグルとかヤフーで流山市議会と検索すると、そ

の流山市議会の後ろでしたか、「今、変わる！」というのが入る。それを決めましたということで

す。

ずっと９月、10月と来て、10月21日、前のホワイトボードも両方あわせて見ていただきながら、
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もし見えない方がいたら、どうぞお立ちいただいて、近くまで来ていただいていいのですが、10月

21日の月曜日の10時から12時にワークショップを１度やりました。ここにはサポーターの松本さん

と米山さんにも入っていただいて、事務局の内補佐、大竹主事にもお入りいただいて２時間やりま

した。21日の特別委員会では、午後からは議会だよりの編集をやりました。

それから、11月６日にワークショップを、また班分けを少し編成を変えまして、午後ちょっと長

目にやりました。ここにも松本サポーターと米山サポーターに入っていただいてやりました。この

間、青く書いていますが、10月30日に２時間ほど正副委員長と事務局とサポーターの打ち合わせを

しております。ここに松本サポーターにお越しいただいているという、こういう形です。

このワークショップ１、２でまとまったものが今皆さんのＡ３でお手元にあるこちらです。今日

は、このホームページのところだけもう一回、ちょっと日があいていますので、若干見直しもして

いただきながら……

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 暫時休憩します。

休憩 午前 ９時０５分

再開 午前 ９時０８分

松野豊委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。

ワークショップ２のまとめた資料を前回の委員会でお配りしているのですが、持っていない委員

さんたちもいるので、今休憩をとって確認をとって、今資料の追加で事務局に用意していただいて

いますので、また来たら後であわせてやらせていただきます。

前回が11月25日の月曜日だったのですが、１時半から16時半まで委員会をしました。主に前半は

議会報告会の振り返りをしまして、この年間スケジュール表にも書いてございますけれども、25日

は、報告会の振り返りの後に、もろもろ課題になっている次期の報告会の班構成であるとか、若年

層の参加率向上、一時保育の促進等々、皆さんと意見交換をして、あと行政視察の確認もとりまし

て、あとはＩＣＴ推進基本計画の進捗状況の確認をして終わってしまったというのが前回でした。

本日ということなのですが、まずホームページを皆さんと改めて確認をしたいのは、今12月です

けれども、今日、スケジューリングの確認というのが今ホワイトボードで皆さんにお示ししている

ものです。スケジュールの確認と、あとワークショップ１、２で出たホームページに関するものプ

ラスアルファ、皆さんにも委員会通知の中に入っていたかと思うのですが、改めて流山市議会のホ

ームページをごらんになって、問題点があれば持ってきてくださいということで、委員会通知にも

一文入れさせていただいておったのですが、今日こうやって実際にホームページを見ながら、ワー

クショップで出てきた全体的なものとか部分的なものを、あっちにもう一枚ホワイトボードを用意

してありますけれども、書き出していって、ページも具体的に見ながら、ここの部分が見づらいと
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か具体的に御意見をいただくのが、今日いっぱいでいただきたいなと思っています。ここで今日、

問題点の洗い出しというか、皆さんから、ホームページをこういうふうに変えたほうがいいとか、

ここが見づらいとか、そういうことを今日いただこうかなと思っています。

それを取りまとめて、これも後ほど決めたいと思うのですが、次回の委員会は１月24日だけ確定

しているのです、日程が。これは、１時半から５時まで、主に議会だよりの編集なのです。もう既

に委員やっていらっしゃる方はおわかりのように、これ編集だけで３時間ちょっとかかるものです

から、この日でもいいのですが、この日の午前中とかでも構わないのですが、とにかくこの間に今

日皆さんからいただいた意見を受けて、ＮＴＴアドバンステクノロジの高橋さんがそれを持ち帰っ

て、一回新しいホームページのイメージのようなもの、サムネイルというのですけれども、それを

ここら辺でお示ししたいのです、１月の中旬から２月の初旬にかけて。それをこういうふうに映し

て皆さんに見ていただいて、調整をかけながら、２月と３月に多分１回か２回ぐらいずつ委員会を

やって、これはまた後でもうちょっと具体的にイメージが出てきてからでいいのですけれども、委

員会をやって、この予定表にもありますけれども、４月１日公開を目指したいのです。リニューア

ルしたもの、全面リニューアルということではありませんけれども、部分的にいろいろ変えたりと

か、もしかしたら皆さんの議論とか要望の中で全面的に変わることもあるかもしれませんが、ここ

を目指したい。

これも以前７月か８月の委員会のときにこのスケジュール案をお示ししたときに説明をしていま

して、以前の会議録も確認したのですけれども、何でここを目指すかというと、このホームページ

を去年の10月１日にオープンするに際して、去年の６月か７月ぐらいに流山市議会とＮＴＴアドバ

ンステクノロジさんで業務提携、このホームページのコンテンツマネジメントシステムを使って新

しい市議会のホームページを一緒に共同研究しますということで契約を交わしています。その契約

がある関係で、実は無料でお金かからずにホームページを全部リニューアルをしています。その契

約が１年契約なのですが、今年の４月から来年の３月まで契約更改されているのです、事務局とＮ

ＴＴアドバンステクノロジさんの間で。これが年度末で一旦切れるのです、その共同研究契約が。

来年度以降どうするかというのは、これから恐らく事務局とＮＴＴアドバンステクノロジさんとの

交渉でどうなるかというところなのですけれども、それが契約更改される保証はないので、つまり

ここで共同研究の契約も、去年からやっているわけですから、２年、通常大体そういうものって、

一般的な話ですけれども、２年で大体終わるものなので、終わってしまうと、来年度以降この中身

を変えていこうと言ったら当然経費がかかってくる話なので、共同研究期間中にある程度のリニュ

ーアルをしてしまったほうがお金がかからないという形でできるので、何とかここでやりたいとい

うのが大前提なのですけれども、その御説明は７月の特別委員会で１度しているのですが、これで

よろしいですかというか、会議録を確認したところ、何か質問ございますか、これで大丈夫ですか

ということで、特にそのときは委員の皆さんから何も御意見なかったのですけれども、これを前提

- 6 -

に考えないと、年度内の委員会のスケジュールがまた変わってきてしまうので、とりあえずまずは

ここを目指すということでいいかどうかの皆さんの合意を図っておきたいのですが、皆さんから御

意見いただければということです、まずは。

松田委員。

松田浩三委員 現状のホームページは完璧なものかどうか、その評価はともかくとして、１年間、こ

の年度の終わりまでにブラッシュアップをできるだけやったほうが費用対効果としてもあらわれる

ものですから、ホームページについてはできるだけ年度内にみんなで共有して、ここはああしたら

いい、こうしたらいい、ベストは無理かもしれないけれども、ベターな状況に持っていくべきだと

私は思います。

松野豊委員長 ありがとうございます。

ほかいかがでしょうか。いいですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 その前提でいくと、３月も予算議会がありますし、１月は多分中旬ぐらいまでは年末

年始は皆さんもいろいろばたばたするでしょうし、もう多分現実的に、あとできても、この間で１

回皆さんとやりたい。サムネイルというか、今日いただいた意見をまとめて、こんな感じというイ

メージのものを見てもらって、もう一回直したものをこれでいいですねと確認をしてもらって公開

という形になると思うので、多分できてもここで１回と、あと２月、２回やったとしても、あと多

分できても３、４回、１回の会議を２時間と想定した場合に……マックスでですよ。３、４回必ず

やるという話ではなくて、これ以上は現実的に多分なかなか難しいのではないかなと思っているの

です。

松田委員。

松田浩三委員 あと、28日は行政視察が入っていますよ。

松野豊委員長 そうですね。それを忘れていた。その28日のバスの中でやるという手もなきにしもあ

らずですけれども、ここはあきる野市の行政視察が入っていますよね。なので、そこは皆さんと話

し合いながらですけれども、このスケジュール感を何となく皆さんに頭に入れておいていただきな

がら、今日できれば10時半、ほかにも協議することがありますので、あと１時間ぐらい、10時半ぐ

らいまでばあっと意見、あっちに書き出しますので、どんどん意見を言っていただければと思いま

すが、その前にワークショップ、時間があいていますので、ホームページにかかわるところだけ読

み上げながら皆さんと確認をしていきたいのですけれども、まずＡＰのほうから先に見ていただい

て、上からざっとホームページにかかわりそうなところを読み上げていきますね。議会の動きが見

えないって、これホームページなのかな。ホームページもユーストリームもツイッターもフェイス

ブックも全部かかわってくるかもしれませんけれども、ホームページにもかかわると思うので、議

会の動きが見えない。それから、Ａ班のところですね。一番左、あと議会日程に関するガイドライ
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ン、これ何でしたか。Ａ班だった方、覚えていますか。事務局、わからない。

笠原副委員長。

笠原久恵委員 多分議会日程というのは、委員会とか、議会もそうですけれども、教育福祉なら教育

福祉のところをクリックすると、こういう日程で今動いていますというのがわかるという話だった

ように思いますけれども、覚えていらっしゃる方いたら。

松野豊委員長 大竹主事。

大竹議会事務局主事 事務局の大竹です。

この日程ガイドラインが明確でないというのは私の意見だったのですけれども、まさに松野委員

長に御提示していただいているのですけれども、こちらに例えば協議会は載せるか載せないか、会

派代表者会議ですとか、市民に公開している会議は基本的に載っけているのですけれども、協議会

等は市民に公開していないのですけれども、市民に公開しているホームページは載っけるのか、そ

れぞれの項目をどこまで載せて何を載せないのかというのが今不明確で、このスケジュールを見て

管理されている議員さんもいるというお話を聞いているので、その辺の統一のルールがあればお互

い誤解がないかなというところで提案させていただきました。

以上です。

松野豊委員長 ありがとうございます。

次、クローズアップすべき議題が不明確、これも議会だよりにも言えるし、ウエブにも全部に言

えることだと思いますけれども、何かフォーカス議題みたいな、今回の目玉議題はみたいなことだ

と思うのですけれども、それがよくわからないということかと思います。

それから、ホームページ情報が整理、ユーストリームはユーストリームのほうなので、これは飛

ばします。写真や動画が少ない、これは全般的なことだと思いますが、それからホームページとフ

ェイスブックの連携が不十分、これは恐らく……この画面を見ていただくと、ホームページ上にフ

ェイスブックのリンクはここに張ってあります。これをクリックすると、流山市議会のホームペー

ジ、フェイスブックのほうのホームページに飛んでいきます。これがフェイスブックのページです

けれども、こういうふうに飛んでいくようにはなっているのですが、たしか米山さんの意見だった

と思うのですけれども、具体的には……ずっとこのペースでやっていると時間なくなるので、いず

れにしてもホームページとフェイスブックの連携が不十分ということがありました。

それから、市民に伝えるべき情報が伝わっていない、それからホームページのユーザビリティー

が悪い、要するにこれは市民から見て、何でもいいのですけれども、例えば松田議員の一般質問が

見たいと思ったときに、どこをクリックしてどう行けばいいのかみたいのがぱっとトップページで

わかりづらいみたいなこと、ユーザビリティーといいますか、使い手の立場に立ったときに使い手

が欲しい情報にたどり着きづらいというのも含めてユーザビリティーが悪い。

それから、ウエブと議会報告会の連携が不十分、それから市議会が市民にとって身近ではない。
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結果だけの報告になっている。これは、私たちがこれまでに調べたこととかこれまでに決めたこと

というのは比較的こうやって情報が入っているのですけれども、今話し合っていることとかこれか

ら話し合うことというのがちょっと薄い。例えばここ何も入っていなかったりとか、そういうこと

だったと思います。

それから、ウエブで言うと右かな。まだあるのか。まだ下もあるのか。ウエブと議会だよりの連

携が不十分という意見も出ていました、その他のところで。

あと、ウエブにかかわるところだとそれぐらいかな。次に行って、方向性、目的で（ウエブ）と

ありますけれども、ウエブしかできないこと、事前の充実、途中経過、スピードみたいなところを

ちょっと強化したほうがいいのではないかという御意見が出ていました。

一番右が解決策で出ていますが、ウエブとしては、上から事実の充実、途中経過を載せる、写真

をもっと載せる、大きな課題ページを作成、市民の要望、意見が聞ける働きをもっと使う、だより

に関するアンケートを行う、動画を活用する、議場の紹介、裏方の様子、議長挨拶のページを設け

る、委員会ごとのスケジュールページを設ける、議会日程に関するガイドラインの作成をする、サ

イトマップ、案内ページをつくる。

Ｂ班に行きます。Ｂ班のところで、ウエブにかかわる部分でいきますと、ウエブにかかわるとい

うことで言えば、読者が見たい、見やすいという編集になっていないかな。伝えたい読者層が明確

でない、メディア別情報の整理がされていない、言いっ放し、書きっ放し、議会だよりとホームペ

ージの相互補完が不十分、発信したい情報が不明確、読者目線の編集ができていない、クローズア

ップすべき議題が不明確、ホームページのユーザビリティーが悪い、リアルタイムに情報が発信さ

れていない、あと市民が議会広報広聴に何を求めているか把握していない。

真ん中の方向性、目的のところで言うと、関係すると思われるところだけ言いますね。議会の活

動状況をわかりやすく市民に伝える、市民の意見を聞けるようなウエブサイトづくりぐらいかな。

疑問点と出ていますけれども、見たくなるホームページとは、議会は何を市民に発信したいのか、

議会の情報発信だけではなく広聴の方法も考える。

解決策で、ホームページのところでアクセシビリティーの高いウエブサイトにする、見やすいと

いうことだと思いますけれども、検索しやすいページにする、あと一番下かな。議会だよりやホー

ムページで発信しているものは結果報告が多いが、これから取り組むことや課題を周知して市民か

らの意見も収集するという感じです。

Ｃ、Ｄまで行きますね。その後、皆さんに御意見をいただきます。第２回ワークショップの取り

まとめで言うと、Ｃ班のほうは、ホームページに関して言うと、解決策、具体策のところの下から

４行目のところからですね。ホームページのユーザビリティーを改善する、ホームページで議会の

動きを見える化する、ホームページの集計（アンケート等）機能を活用する。Ｄ班のほうが、これ

ホームページだけではないですけれども、メディア別の編集方針だったりとか、運用ガイドライン
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とか、ターゲットをちゃんと明確にしましょうということが出ています。

そのＣ班、Ｄ班をまとめたものが右側にありますけれども、解決策、具体策のところの（１）、

それから（２）、（３）、ホームページのユーザビリティーを改善するとか、これ多分右からまとめ

ているので、同じことが書いてあるのだと思いますが、あと５、６、７かな。

ということなのですが、ここまでで何か追加とか御質問とかありますか。一応ざざっと確認しま

したけれども、いいですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 これを踏まえた上で、まず全体的なこととか、このトップページのこととか何でもい

いので、挙げていただいて、それを私がホワイトボードに書いていくようにしますので、皆さんか

ら御意見をいただければと思います。ホワイトボードに書く関係で、進行は副委員長のほうで指名

とかしていただくような形にしたいと思います。

暫時休憩します。

休憩 午前 ９時３１分

再開 午前 ９時３７分

松野豊委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。

議会広報広聴特別委員会協議会に切りかえまして、今日はＮＴＴアドバンステクノロジさん、ホ

ームページの制作のほうを流山市議会と共同研究している企業さんのエンジニアの高橋さんもお越

しいただいていますので、高橋さんの御意見なんかも交えながら、皆さんにホームページの現状、

ここをこういうふうに変えたほうがいいとか、そういう御意見をいただきたいと思います。

暫時休憩します。

休憩 午前 ９時３７分

再開 午前１０時４３分

松野豊委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。

協議会中は、ホームページのリニューアル案について皆さんから御意見を頂戴しました。来年の

４月１日公開を目標として議会のホームページをリニューアルするということで皆さんの合意をい

ただきました。と申しますのは、ＮＴＴアドバンステクノロジさんと流山市議会のホームページの

共同研究の契約が来年の３月31日までとなっていることから、この契約期間中により市民に見やす

いホームページに変えていこうということで合意がなされたところであります。

次回につきましては、１月の中旬から２月の初旬にかけて、ＮＴＴアドバンステクノロジさんの

ほうで御無理のない範囲で、今日委員の皆様からいただいた意見、それから10月21日と11月６日に

行ったワークショップで出てきた御意見を踏まえながらリニューアル案をお示しいただくというこ
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とで、委員の皆様、御同意いただけますでしょうか。よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 異議なしということで承りました。

では、ホームページのほうはこれで進めていきたいと思います。

暫時休憩をしたいと思います。

休憩 午前１０時４５分

再開 午前１０時５５分

松野豊委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、（２）のＩＣＴ推進基本計画についてです。お手元のＩＣＴ推進基本計画をごらんいただ

ければと思いますが、まず一番最初、ウエブサイトアンケートについてというのは、このＩＣＴ推

進基本計画の後ろから２枚めくっていただいて、前から１枚めくっていただいてもいいのですが、

前を１枚めくっていただくと、右側に網かけになっていて、イというところですね。○イ、インター

ネットによる議会アンケートの実施（※議会ホームページリニューアルに合わせて協議）というこ

とになっていました。この議会ホームページリニューアルというのは、今議論しているリニューア

ルではなくて、昨年の10月のリニューアルに合わせてという意味でした。もともとＩＣＴ推進基本

は、何年だったかな。とにかく前のものを指しています。

そこに下に罫線が延びていて、アンケートを実施しようとする当該委員会の委員会判断とすると

なっていますが、基本計画ではこういうふうになっていたのですが、このとおりでよろしいですか

という確認だけです。つまりリニューアルに合わせて協議だったのですけれども、昨年の10月、そ

のリニューアルしたときにもうインターネット上でアンケートができる仕組みができ上がっていま

す。今やっています。今議員定数等に関する特別委員会でそのアンケートシステムを使って、ここ

にありますけれども、議員定数等に関するアンケートを募集していますというのがあって、これを

クリックすると、ここにアンケートに回答するというのがあって、ここをクリックすると、ここか

らウエブ上でアンケートにこうやって男性とか女性とか、画面を見てもらうとわかるのですけれど

も、こういうふうに答えられるように運用しているのですけれども、このアンケートの仕組みはも

うあるので、これを実施しようとする場合は、例えばこれだと議員定数等に関する特別委員会がア

ンケートをやっていますけれども、それぞれの委員会の委員長判断でいいでしょうというのが当初

ＩＣＴ推進基本計画をつくったときの取り決めだったのですけれども、この取り決めのままでよろ

しいですかという確認です。

つまり一々議会広報広聴特別委員会に各委員長がそれを確認してというのもしなくてもいいのか

なというところで、一方でちゃんと押さえておかなければいけないのは、ワークショップのときに

も出ていましたけれども、そもそもこの特別委員会の分掌って、ワークショップの資料を見てもら
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うとわかるのですけれども、Ｂ班のところに出ていたかな。Ｂ班のところの真ん中の枠の方向性、

目的の下のところに議会広報広聴特別委員会の分掌というのが括弧づけであって、①、②、③、④

とありますけれども、その④のところに議会アンケート実施に関する事項というふうに入っている

ので、一応特別委員会の分掌上は議会アンケートの管轄というか、権利を持っていることになって

いますけれども、アンケートを実施しようとする当該委員会の委員長判断でいいのではないかと。

あとは事務局のほうで管理してもらえばいいのではないかという整理なのですけれども、何か御意

見ございますか。

藤井委員。

藤井俊行委員 やはり所管しているのですから、報告だけは受けて、結果としては事務局の方にやっ

ていただかなければいけないと思うのですけれども、その段取りだけはしたほうがいいのかなと思

います。

松野豊委員長 というと、このＩＣＴ推進基本計画で言うと、アンケートを実施しようとする当該委

員会の委員長が議会広報広聴特別委員会委員長に報告をするとか、そういうふうにしておいたほう

がいいですかね。どうでしょう、ほかに御意見。よろしいですか、そういうことで。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 では、今藤井委員から御提案のあったような形でＩＣＴ推進基本計画も若干書きかえ

て、議会広報広聴特別委員会委員長になるのかな。委員会に報告するでいいですね。そのように書

きかえて、また次回、書きかえたものを皆さんにお配りできるようにしておきますので、事務局、

お願いします。いいですか、もうこのウエブサイトアンケートについては。

藤井委員。

藤井俊行委員 以前議会を見る日キャンペーンでフェイスブックページを立ち上げていたのが「いい

ね」をしている人が多くなって、名称も変えられなくなって、流山市議会のフェイスブックを立ち

上げましょうという話になっていたと思うのですが、例えばこういうアンケートとかをとる場合に

フェイスブックで宣伝するとアンケートに誘導することが容易に結構簡単にできる部分があるので

すが、そのフェイスブックページを新たにつくるという話はどうなってしまったのですかという確

認と、今後アンケートも宣伝していきませんかということです。

松野豊委員長 それで言うと、新しいページをつくりましょうということはこの委員会で皆さんに全

会一致で了承されているのですが、次の議題にも出てくるのですけれども、ガイドラインをつくろ

うという話が出ていたので、ガイドラインをある程度つくってから立ち上げたほうがいいかなとい

うことで、今立ち上げずにいます。新しいページをフェイスブックのほうは立ち上げずにいて、今

画面に出していますけれども、議会を見る日キャンペーンはずっと立ち上げたままというか、この

まま続いています。ちょこちょこですけれども、日々「いいね」が増えていて、今305まで来てい

ますという感じです。なので、このガイドラインをつくるかつくらないかも協議はしなければいけ
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ないのですが、つくるということになれば、そのガイドラインをつくってから立ち上げたほうがい

いかなと思っていますということです。もちろんアンケートへの誘因にも有効的に使えると思うの

で、フェイスブックに限らず、ツイッターもそうですけれどもというふうに考えています。よろし

いでしょうか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 では、これ１個ずつやったほうがいいかな。ツイッターとフェイスブック、両方一遍

にやってしまっていいのかな。どっちでも構わない。ちょっと資料を配ります。

暫時休憩します。

休憩 午前１１時０５分

再開 午前１１時１０分

松野豊委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き、協議事項（２）のツイッターガイドラインの作成についてまず議題とします。関連性

がありますので、場合によっては次のフェイスブックのガイドラインの作成とあわせて御議論いた

だいて構わないと思いますが、前に一度お配りしていますが、どうしましょう。読み上げますか。

〔「していないです」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 ごめんなさい。私の記憶違い。初めてお配りしますけれども、正副委員長とサポータ

ーと事務局で案としてつくったものです。初めてお配りするので、事務局のほうからガイドライン

の読み上げをお願いしてもよろしいでしょうか。

内次長補佐。

内議会事務局次長補佐（兼庶務係長） 事務局の内です。

それでは、ツイッターのほうから御案内させていただきます。読み上げさせていただきます。

ツイッターとは、米国で生まれたソーシャルネットワークサービス（ＳＮＳ）で、140文字以内

のツイートと称される短文を投稿できる情報サービスです。

目的

ツイッターを広報媒体として利用し、流山市議会に関する情報を広く伝えるため、その運用に関

する具体的な手順やルールをこのガイドラインで定めます。

適用範囲

このガイドラインは、本市議会公式ツイッターを運用する全ての者に適用します。

運営に関して

本アカウントの運営主体は流山市議会とし、事務管理は流山市議会事務局が行います。

投稿・コメント

投稿内容は、原則として流山市議会に関する情報とします。
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（１）定例会、臨時会、委員会の日程

（２）他議会からの行政視察について

（３）流山市議会に関するイベント、行事等のお知らせ

（４）その他必要と認められたことについて

本アカウントに投稿された問い合わせについては、返信いたしかねます。（回答が必要な御質問、

御意見等は、メールまたはお電話にて御連絡ください。）

誹謗中傷等のコメントは削除する場合があります。

裏面をお願いします。

遵守事項について

このガイドラインのほか、ツイッターのサービス利用規約、ツイッターの原則、関連法令等を遵

守します。

禁止事項について

公序良俗に反する内容、違法または反社会的な内容

政治活動、選挙運動、宗教活動、またはこれらに類似する内容

流山市議会、流山市、もしくは第三者への誹謗や中傷、または名誉や信用を傷つける内容

商品、店舗、会社の宣伝など商業目的の内容

運営者が不適切と判断した内容

免責事項について

本アカウントからのツイートは細心の注意を払って行っておりますが、情報の正確性、完全性、

有用性について保証するものではありません。

本アカウントのツイートを利用することで生じた直接・間接的な損失については、その責任を負

いません。

本アカウントは、予告なく運用方針の変更や運用方法の見直し、または運用の中止をする場合が

あります。

停止または削除

ツイッターの運用が困難と判断される場合には、市議会ホームページに明記した上で速やかにツ

イッターを停止、またはアカウントを削除するものとします。

その他

このガイドラインに定めがない事項については、運用者が適切に判断するものとします。

松野豊委員長 ありがとうございました。

ちょっと補足しますと、長与町議会、あと稚内市議会、その２つがもう既にこういうものを出し

ていたので、長与町議会と稚内市議会のやつをかなり参考にさせていただいて、折衷案的につくっ

た文書です。
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先ほど読み上げていただいている間に、裏面の禁止事項のところで公序良俗に反する内容の後ろ

に点が抜けていたので、点という御指摘もいただいたりしましたが、そういう誤字脱字も含めて何

か御指摘ございますでしょうか。

阿部委員。

阿部治正委員 ５項目めの投稿・コメントのところなのですけれども、投稿内容は原則として流山市

議会に関連する情報となっているのですけれども、その詳しい中身については、例えば３のところ

は流山市議会に関するイベント、行事となっているのですよね。ちょっと僕は言葉にこだわる癖が

あるのですけれども、「関する」と「関連する」というのはかなり違うと思うのですよ。「関連する」

となるとかなり幅広くなる。拡大解釈も可能になる。私は「関する」で統一していいのではないか

と思います。先ほど内次長補佐は読むときも「関連する」と読まないで「関する」と読んだので、

意図するところはそういうことではないかと思いますので、「連」をとったほうがいいのではない

かと思います。

松野豊委員長 「連」とりましょう。よろしいですか、皆さん。御異議ないですか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 では、「連」とってしまいましょう。

藤井委員。

藤井俊行委員 ユーストリームなんかで委員会をリアルタイムに放映しているときに松野委員長はよ

くコメント欄で流山市議会のアカウントでコメントしたりしていましたけれども、今後はそれはな

くなって、事務局からの情報発信だけに統一されるということで、リアルタイムさはちょっと落ち

るということですね。

松野豊委員長 そう思います。

植田委員。

植田和子委員 禁止事項についてなのですけれども、運営者が不適切と判断した内容、その運営者と

いうのは流山市議会ですか、事務局ですか。

松野豊委員長 前の運営に関してのところを読み上げると、本アカウントの運営主体は流山市議会と

し、事務管理は流山市議会事務局が行いますだから、運営者、これわかりづらいから、運営主体と

か入れたほうがいいのかな。流山市議会が不適切と判断した内容にするか、それは皆さんと協議し

たいのですけれども、事務局判断でやるか、どっちがいいかな。

藤井委員。

藤井俊行委員 通常の考えでいくと、事務局はやたらと判断できないと思うので、議会の判断で事務

局が動くという、そういう流れがいいと思います。

松野豊委員長 植田委員、このままでいいですか。

植田和子委員 はい。
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松野豊委員長 では、運営者がということで。

加藤委員。

加藤啓子委員 今ので実際にもしそうなったときの上げ方なのですが、例えばそこに何かまずいこと

が入っているとなったときには、それを議会広報広聴特別委員会か何かで話し合って、それを議長

に上げて、議長のほうから不適切と判断したら削除するみたいな感じになるのですかね。

松野豊委員長 ということになると思うのだけれども、事務局、どうですか。

暫時休憩します。

休憩 午前１１時１７分

再開 午前１１時１９分

松野豊委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。

禁止事項のところの運営者が不適切と判断した内容をちょっと中身を書きかえることにします。

急を要する場合、議会広報広聴特別委員会委員長判断とし、それでも判断がつかなかった場合、議

長判断とするという文言を、今きれいな文言すぐ浮かんでこないので、書きかえたものを次回お示

しするということで、ここをそのような趣旨で書きかえるということでよろしいでしょうか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 あとはいかがでしょうか。

菅野委員。

菅野浩考委員 これは、本アカウントとなっているのですが、ツイッター公式アカウントとか、そう

いうものはとれないのですかね。公式ツイッターで公式に認められれば、芸能関係だとか……

松野豊委員長 公式アカウント申請ということですね。市議会の中では公式アカウントなっているの

ですけれども、ツイッターに公式で認めてもらえないのかということですね。それは、申請はして

みる余地はあるかな。それは、ガイドラインとはまた別の話ですけれども、事務局から公式申請を

ツイッターのほうにトライしてみるということで、メモできている、事務局。大丈夫。

植田委員。

植田和子委員 先ほどの運営者に関連するかもしれないのですけれども、その他、運用者が適切に判

断するものとします、この運用者は、これも流山市議会ですか。

松野豊委員長 そうですね。これも議会広報広聴特別委員会とかってしておいたほうがいいかもしれ

ませんね。どうですか、皆さん。ガイドラインに定めがない事項については、これは何を想定して

こういう文になっているのか、事務局、何かありますか。

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 これ運用者ってわからないね。運営者でいいのではないですか。その他、運営でそろ

えないとおかしい。だけれども、ちょっと待ってくださいね。植田委員がおっしゃるように、運営
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者は誰なのだという話になるわけですよ。

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 本当だ。運用にそろえたほうがいいか。では、運用にそろえましょう。

済みません。では、上の表面の「運営に関して」を「運用に関して」に変えて、運用主体はとい

うことになるの、そうすると。

暫時休憩します。

休憩 午前１１時２５分

再開 午前１１時３２分

松野豊委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。

今流山市議会ツイッター運用ガイドライン（案）について協議をしておりましたが、言葉の意味

として、運用がいいのか運営がいいのか等々を含めて、議会サポーターにも伺いながら、あとこち

らでも正副委員長と事務局で改めて他市の事例なんかも含めながら、今日もろもろ委員の皆さんか

ら御指摘をいただいた部分については、次回の委員会で整えたものをもう一回案としてお示しをし

て調整をさせていただくということでよろしいでしょうか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 ツイッターガイドラインについてはよろしいですか、あと何かお気づきの点とか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 では次に、フェイスブック運用ガイドラインに……

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 中身一緒なの。ほぼ一緒で、何が違う。

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 １枚目のフェイスブックのほうは、投稿コメントの内容が若干違っていると。（１）、

（２）、（３）とあって、ツイッターのほうは（４）まであるのですけれども、他市議会からの行政

視察についてという項目がツイッターにはありますけれども、フェイスブックのほうにはないとい

うことです。あとはほぼ一緒ということなので、これもあわせて次回に整文化したものをお示しす

るということでよろしいでしょうか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 では、次です。

次が政策ＰＤＣＡサイクルの確立について、これはＩＣＴ推進基本計画の３ページ目、３枚目の

上の網かけですね。○ア、会議を傍聴した市民、または報告会に参加した市民、あるいはインターネ

ットで会議を視聴した市民からの意見を議会ホームページに公表し、議会運営に反映させる。たし

かこの「議会運営に反映させる」という文言が、以前の議題の中で、議会運営だから、議会運営委
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員会ではないかとかという議論があって、議会運営委員会で協議されて、これがどうなったかとい

うのは、事務局、つかんでいますか。

それからあと、この委員会の中でもたしか伊藤委員から御意見があったと思うのですけれども、

議会運営と表現するからわかりづらいのであって、その言葉ど忘れしましたけれども、議会改革に

反映させるだったかな。議会運営ではない言葉にすればいいではないかという御発言をたしか以前

に伊藤委員からいただいているのですけれども、議会活動か。運営を活動に変えればいいではない

かではないかという御意見をいただいて、それは議会運営委員会のほうでもんでいただきましょう

ということになっていて、その後どうなったかを今事務局に確認してもらっていますので、これ飛

ばしますね。確認していただいている間に次のほうを先にやります。

議員履歴の電子化について、これ資料ありましたか。資料を配ってください。ＩＣＴ推進基本計

画で言うと、議員履歴は４ページ目ですね。４枚目の○コというところで、○コ、議員履歴の電子化（平

成23年４月から実施）というふうになっていまして、罫線で米印、電子化し、ホームページで公表

を検討となっています。なので、議員履歴を電子化することは当初ＩＣＴ推進基本計画の中で決定

はしていたのですが、これをホームページでどのレベルまで公表するかとか、そもそもホームペー

ジで公表するかしないかについては検討項目になっています。これについても無理に今日決めよう

とは思いませんけれども、皆さんの御意見でまとまれば今日決めてしまいますし、まとまらなけれ

ば次回に送ろうと思いますが、議員履歴台帳、仮に私のものを電子化するとどうなるかと。今全部

手書きなのです。皆さんの議員履歴台帳というのは今手書きの状態です。これを順次、臨時職員の

方があいている時間で皆さんの分を今お配りしている私のような形でエクセルにどんどん入れ込ん

でいっている。この電子化はどんどん進んできているのですけれども、これを公表するかしないか、

それからするとすればどこまで、全部公表するのか、この項目だけ選んで公表するのかということ

について御意見をいただければと思います。

松田委員。

松田浩三委員 議員履歴は、事務局としてデータとして保持するのは、これは当然ではないかなと思

います。何かトラブったときとか訃報のときとか、そういうときにこういうところから議員の経歴

はどうだというのはあり得るでしょう。議会活動をやっていて、あなたの議員履歴はどうなってい

ると要求されたこともないし、私たちもふだんは知らないものですよ、基本的に。こういうものを

わざわざホームページに公表する意味がわからないですよね、皆さんどうお考えになるかあれです

けれども。ですから、事務の合理化の中として事務局が電子化がふさわしいと思ったら、おやりに

なっていただいて十分結構です。ところが、私たちがこれに口を挟む余地なのかどうかというのは

疑問ではないかなと。そういうことでまとめますと、ホームページに公表する必要はないと思いま

す。例えば議会図書館にこれをファイルして常に置いておく必要があるというものであれば、公表

してもやぶさかではないけれども、そういう性格のものではないでしょうということです。
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以上です。

松野豊委員長 いろいろ意見あろうと思いますけれども、私が市民だったら知りたいですけれども、

どの議員がどの時期にどんな役職についていたかとか、特に選挙の前とか、そういうときに私は知

りたい、一市民だったらですよ。いろんな意見があっていいと思うので、委員の皆さんの意見で決

めたいと思います。

藤井委員。

藤井俊行委員 プロフィールを公表するという形で、個々の議員さんのレベルの中では、自分の感覚

でどこまで公表するかというのをやっている方もいらっしゃるかと思うのですが、私も細かくいつ

いつどこに入社してどういう委員会に所属したというのはホームページに記載しているのですけれ

ども、ただ27名の議員全員の意識を統一した見解でこれをホームページに出すというのは無理があ

ると思いますので、松田委員がおっしゃっていたように、これは事務局の中で置いておく、あるい

は情報公開コーナーにはあるけれども、来ないと見れないという、そういうレベルのものなのかな

と思います。

松野豊委員長 斉藤委員。

斉藤真理委員 それぞれが議員になってからの何年に何委員会に所属をしたとか、そういったことに

ついてはどこかで公表されていませんか。

松野豊委員長 現委員会の所属しか今のところ流山市議会のホームページにはない。流山市議会の中

ではですよ。先ほどの藤井委員みたいに自分のホームページの中で何年から何年まで何委員に所属

したとかって書いている議員さんはいるけれども、市議会のホームページの中で過去の委員会の履

歴とかはない。公表はしていないです、現状。だから、それを公表したほうがいいのかなという意

味も含めてなのですけれども、履歴台帳と言ってしまうと、これをこのまま全部出すのかという話

みたいになってしまうのですけれども、ということではなくてということです。

斉藤委員。

斉藤真理委員 基本的には、藤井委員がおっしゃったみたいに、個人のホームページで自分が出すべ

きだと思う範囲を出すというのが一番いいことだと思いますけれども、ただ議員になって以降のも

のについては、今ここでは結論を出せませんけれども、議論をしていく中でもうちょっと載せても

いいのかなというふうには思っています。

松野豊委員長 植田委員。

植田和子委員 議員になってからのものでしたら当然出しても問題ないと思うのですが、公人になる

前のものまでを載せる必要は、強制的にする必要はないと思います。個々それぞれツイッター、フ

ェイスブック、ホームページを持っていると思うので、御自身がそういうのを全部見せたい、公表

したいというのであれば、それぞれの議員で載せればいいことだと思うので、ホームページに議員

になる前のものを載せる必要はないと思います。
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松野豊委員長 阿部委員。

阿部治正委員 私も、議員になってからのどういうことをやってきたか、どういう役職についてきた

か、それは有権者も知りたいだろうから、それを詳細に長々とという必要もないと思うのですけれ

ども、必要な範囲で載っけたほうがいいのではないかなと。今まで議員になる前はどういうことを

やってきたかというのは、私は自分のホームページで書かなくていいことまでだらだら書いている

のですけれども、それをやりたい人はそれぞれの個人の、あるいは会派のホームページでやれば、

市民にそういう形で知らせたいということであれば、それはそういう形でやればいいのではないか

と思います。

以上です。

松野豊委員長 ほかいかがでしょうか。大体皆さん今出た御意見でよろしいですか。

まとめるとすると、まず議員履歴台帳については電子化することは決まっているので、これは電

子化しますよと。ただ、これをそのままホームページに出すのはやめましょうと。ただし、ホーム

ページのリニューアルと関連してくると思うのですが、今だと個人のページで、ここもたしか過去

に議論があって、電話番号を出している人とか出していない人とか、住所だけ出している人とか出

していない人、たしか個々人でアンケートをとって、フォーマットはそろえてあるのだけれども、

出す項目は、個々人にアンケートをとって、どこまで出すかというのを決めていたと思うのです。

なので、リニューアルするときの個人のページ、先ほど加藤委員からも出ましたけれども、ここに

ホームページと発言集だけではなくて中間報告のやつもリンク張ろうとかいろいろ出た中で、ここ

に例えば過去の委員会所属、別に委員長、副委員長とか役職だけではなくて、委員会所属とか期間

が出したい人は出せる、出したいと希望した人は情報が出せるような、そういう案をホームページ

のリニューアルのときにお示ししてみるということでいいですか、まとめてしまって。

もう一回言いますけれども、議員履歴台帳としては、電子化はするけれども、ホームページでは

公開しない。現時点のこの委員会の決定事項として、議員履歴台帳については公開しない。だけれ

ども、履歴台帳の中にも入っている情報ではあるのだけれども、過去にそれぞれの議員がどの時期

にどんな委員会に所属したかという情報は、ホームページのリニューアルのほうの議員の紹介のと

ころで議員それぞれの選択によって、こういう所属委員会、いついつまでしていましたみたいなこ

とが出せるように選択肢を設けるという整理でいいですかということです。

藤井委員。

藤井俊行委員 せっかく電子化したものですから、Ａ４縦型とＡ３横型のものがあって、Ａ３のもの

は出してもいいけれども、Ａ４のほうは出さなくてもいいよという、そういうふうにしないと、新

たなものをまたつくるような形になって、事務局の仕事が結構増えてしまうような形になると思い

ますので、その辺の仕分けの中でいいと思うのですけれども、どうでしょうか。

松野豊委員長 笠原副委員長。
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笠原久恵委員 この中にもいらっしゃるのですけれども、議長、副議長というのは入っているのかし

ら。委員会、委員会とおっしゃっていたので、これを載せるのであれば、それも載るのだと思うの

ですけれども、わかりました。

松野豊委員長 済みません。お昼までに終わりたいので、途中なのですけれども、これ次回持ち越し

でいいですか、とりあえず。拙速に決めようとも思っていないので……

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 では、次回に持ち越しますね。

あと、もう一点だけ、事務局、済みません。先ほどの表記の件、ＰＤＣＡサイクル、議会運営に

反映させるのやつ、わかりましたか。

大竹主事。

大竹議会事務局主事 調査中です。

松野豊委員長 では、これも次回に持ち越しさせてください。済みません、持ち越しばかりで。

この今日の次第で言うと、政策ＰＤＣＡサイクル以下の議員履歴の電子化、議員ページの支援体

制、各会派ページについて、本会議会議録と映像の連携、委員会会議録と映像の連携については、

次回以降に持ち越しで、多分ホームページのリニューアルと絡んでくるところもちょっとあったり

しますので、次回、今日皆さんから伺ったものも含めて、あとこの中に出ているＩＣＴ推進基本計

画でうたっていることも踏まえてサムネイル案をお示ししますので、そのときにあわせて、議会ホ

ームページのリニューアルとあわせて、例えば本会議の会議録と映像の連携とかというのも、そう

いうサムネイルを見たときにこんな感じですというのを見せられるようにつくり込みをしてみます

ので、あわせて議論を次回させていただくということでよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 異議なしということでよろしいですね。

藤井委員。

藤井俊行委員 多分含まれていないと思うのですけれども、本会議の会議録と映像の連携ということ

で、以前随分前からカメラの画質が悪いのではないかということもあったと思うのですけれども、

そういったものは多分これには含まれていないと思うのですが、その辺も検討を一緒にしたらどう

ですか。

松野豊委員長 ホームページのリニューアルとは別にということですね。新たにということですね。

わかりました。事務局、メモしておいてください。予算要求、来年度していないけれども、一応次

回のことでメモしておいてください。あと10分しかないから、説明を今できるのだけれども、それ

を説明したら時間なくなってしまうから。

では、あとよろしいですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕
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松野豊委員長 次に、（３）行政視察についてに行きます。

お手元の議会広報広聴特別委員会行政視察（案）をごらんください。

事務局に説明してもらったほうがいい。簡単に１分ぐらいで要点だけ御説明ください。

大竹主事。

大竹議会事務局主事 事務局の大竹です。行政視察の案について説明させていただきます。

前回の委員会でもお話ししていることでして、また振り返って１から説明させていただきます。

まずは、期日が平成26年１月28日火曜日午後１時半から午後３時半、視察地が東京都あきる野市議

会、視察人数が、前回までは委員が10名だったのですが、今回加藤議員が入りましたので、委員が

11名、事務局が２名の計13人になっております。視察事項としては、議会だよりの編集及びリニュ

ーアルのプロセスについて、視察旅費としては、バスでの行程になりますので、自動車の借り上げ

料で対応しております。

行程としましては、お示しのとおりですが、10時に流山市役所に集合していただいて、お昼御飯

を皆さんでとる形になります。この場合、お昼御飯は実費となりますので、こちらのお財布の御用

意だけよろしくお願いいたします。その後、あきる野市議会に１時半に着きまして、２時間行政視

察を行います。流山市に帰りまして、大体５時半、大幅に予測をとっているので、これよりもちょ

っと早いぐらいで到着する形になるかと思います。

以上になります。

松野豊委員長 ありがとうございます。

議決をとらなければいけないので、よろしいですか。平成26年１月28日に、本特別委員会の所管

事務調査のため、別紙案のとおり、バスによるあきる野市議会への行政視察を実施したいと思いま

す。これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 異議なしと認めます。

よって、平成26年１月28日において、本特別委員会の所管事務調査のため、別紙案のとおり行政

視察を実施することに決定しました。

ただいま決定しました所管事務の調査に関し、流山市議会会議規則第106条の規定により、委員

の派遣についてお諮りします。議長に対し委員派遣承認要求をしたいと思います。これに御異議ご

ざいませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 異議なしと認め、議長に対し委員派遣承認要求をすることに決定しました。

行政視察の件は以上です。

それから、その他、次回委員会の開催日程を決めなければいけないのと、あと議会だよりの原稿

の件で第３班のほうから、班長が加藤委員なのですけれども、１点あるというふうに伺っています
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ので、どっち先にやろう。日程を後にしましょうか。12時ちょっと超えるかもしれませんが、あら

かじめ御了承ください。

では、議会だよりの第３班の原稿の件で加藤班長のほうからどうぞ。

加藤委員。

加藤啓子委員 ３班は、テーマが議員定数等についてのお話と、それと防災のことだったのですけれ

ども、議員定数のほうは、そのときまだ特別委員会で審議中ですから、回答をそれぞれの議員がし

ていないのです。議会だよりのほうは全てＱアンドＡ、ＱアンドＡというふうになっているのです

が、そこの議員定数のところだけについてＱアンドＡという形ではない形でつくったものを１つ用

意しているのですが、ただしその前に、ＱアンドＡにしなくてはいけないということでは議会広報

広聴特別委員会のほうで決まっていないので、全てのものを意見だけを載せたものもつくっており

まして、できれば私たちはそのＱアンドＡではなくて、全部意見だけを載せたもので御掲載させて

いただきたいと思っているのですが、ただやはりＱアンドＡにしないとということであれば、Ｑア

ンドＡのものが載っているものと、議員定数のところは意見だけが載っているもの、どちらかを採

択していただければなと思っているのですけれども、よろしくお願いします。

松野豊委員長 事務局、見本ありますか。

暫時休憩します。

休憩 午前１１時５５分

再開 午後 零時０３分

松野豊委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。

第３班の議会報告会の原稿の取り扱いについて、休憩中、自由討議で委員の皆さんと話し合いを

しましたが、その結果、今までは議会だより、基本的に議会報告会はＱアンドＡ方式で原稿をして

いますが、これも特に規定というか、特に縛りを決めて規定しているわけではないので、最終的に

は、どのような原稿内容で出すかについては３班のほうに特別委員会としては委ねるというか、３

班の意思を尊重するという結論になりましたので、あとは３班のほうで原稿を事務局に提出いただ

ければということでお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 異議なしということで、次に議題の最後になります。

次回の日程調整についてです。

暫時休憩します。

休憩 午後 零時０４分

再開 午後 零時０５分
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松野豊委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。

次回の委員会日程について協議をいたしましたが、来年の１月27日月曜日の９時半から12時まで

ということで、なるべく早目に終わらせるよう努力するということで、１月27日月曜日９時半から

ホームページの協議をしたいと思います。

最後に確認ですが、今年はもうこれで委員会おしまいで、来年は、まず年明けは１月24日金曜日

の１時半から５時まで議会だよりの編集を行います。１月27日の月曜日の９時半から12時までホー

ムページに関する協議を行います。そして、連続で恐縮ですが、１月28日はあきる野市議会に日帰

り視察ということで、当面ここまで決めておいて、２月、３月の予定についてはまた改めて次回以

降決めさせていただくということでよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 その他何かございますか。よろしいですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 事務局からも大丈夫ですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 では、以上をもちまして議会広報広聴特別委員会を終了いたします。

お疲れさまでした。

閉会 午後 零時０５分
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